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まりにも不足した教育 と言えよう。 このような少年時代に、作家 として
の能力を養 う場 となったのがチャタムの家である。彼が五歳から十歳 ま
での約五年間をす ごしたチャタムは、田園の穏やかな環境の中にあり、
平和で楽 しい思い出の地 としてディケンズの脳裏に刻まれている。そし
て、 このチャタムの家の蔵書が、将来小説家 として立つための偉大 なる
想像力を生み出す もとになったのである。
少年ディケンズがそこで読み耽った書物 は、フィールディングの 『ト
ム ・ジョー ンズ』、スモーレットの 『ロデリック ・ランドム』、ル ・サー
ジュの 『ジル ・ブラース』など、当時流行 したピカレスク小説の流れを
汲むものばか りであった。『オ リヴァー・トゥイス ト』の副題 にも用いら
れている「遍歴」(progress)と し)う言葉は、まさにこの流行を象徴するも
のである。 また各章の見出 しの中には、セルバンテスの 『ドン ・キホー
テ』を思わせるようなユーモラスなものがあり、明らかに彼がピカレス
ク小説の影響 を受けていた ことが分かる。 しかし、この影響 も彼 にとっ
てはただ形態上だけのことで、作品の本質ははるかに独創的なものであ
ることも忘れてはならない。自伝的小説 『デヴィッド・コッパーフィー











孤独 で虚弱 な主人公 は、 日頃抵抗で きない相手 であ るマー ドス トン姉
弟 を物語 の悪役 に置 き換 えた。 デ ヴィ ッ ドの姿が示 す ように、彼 は子供
なが らすで に驚異 に満 ちた想像 力で現実 を空想の世界 へ昇華 させ ていた
のであ る。 チャタムの家 の蔵書 を耽読 する ことは、教育 を受 ける機会 を
逸 したデ ィケンズに とって唯一 の学問 であ った と言 え よう。
デ ィケ ンズの九年 間 にわ た る社 会生活 もまた、初期 の作 品 の具体的 な
題材 のみ な らず、文章 力 を養 う場 を彼 に提供 した。 デ ィケ ンズは十五歳
で弁護 士の事務所 に勤 め、 その為 、法律 についてか な り詳 しい知識 を持
つ ことがで きて、訴訟や裁判 の場面 を数 多 く作 中に用い る ことにな った。
この仕事 は彼 に向かず、す ぐに速 記者 に転 向 したの だが、 場面 を正確 に
尚かつス ピー デ ィーに書 き写 す能 力 を養 うのに、 この職業 は最適で あっ
た。 『オ リヴ ァー・トゥイ ス ト』 で緊迫感 を与 えてい る幾 つかの事件な ど
は、 この速 記者 としての能力が見事 に発 揮 されてい る例で あ る。彼の速
記者 としての有能ぶ りは有名 だが、作 家 として も、瞬時の描写 にか けて
は右 に出 るものが いない と言 えよ う。
デ ィケ ンズは その後、記者 の仕事 に従事 す る。 この仕事が彼 の文章 力
を強化 させ た ことは言 う まで もな い。仕事柄 、社会 の状 況や流れ を表面
的では あるが正確 に把 握 する こ とにな り、創作 活動 に於 ける題材 をそ こ
か ら採 るよ うに もな った。 『オ リヴ ァー・トゥイ ス ト』 で扱 われ る救貧院
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しか し、記者であるとはいえ彼 の見地 には専門的な基盤がない。取 り
上 げた話題 に対して表面的な批判で終わってしまい、事実その事 につい
ては多 くの評家の指摘を受けている。ディケンズの教養の不足は、彼の
作品の芸術性にとか く結び付けられがちである。確かに、専門的な分野
まで小説を追及 してい くことは、教養ある一部の読者にそれな りの満足
感 を与 えるであろう。ただし、そうすることで作品全体の値打が高 まる
とは一概 に言えまい。とりわけ 『オ リヴァー ・トゥイス ト』のように一
般大衆の感情に訴える作品では、専門的教養などむしろ価値のない もの
である。あるいは、 こんなふうに考 えてはどうか。専門に固執 しなかっ
たか らこそ、ディケンズ独特の世界の広がる余地があった、 と。
1836年3月 、ディケンズは長編小説第一作目の 『ピクウィック ・ペイ
パーズ』を発表 した。この作品は爆発的に売れ、彼を一躍人気作家にし
てしまった。一般に 「名声」は作家 を堕落 させる要因 と言われるが、彼
にとってこの早過 ぎた 「名声」は、マイナスの方向には働かなかったよ
うである。グレアム・グリーン(GrahamGreene,1904-)は 「名声」を




一作 目の成功は無名の作家が大衆の関心 を引 く絶好の機会 にな
ったので
あろう。また、彼はこの時期に新聞記者を辞 め、六 ヶ月の構想期間を得





あ る。一説 にはマ ライヤ ・ビー ドネル との失恋が引 き金 となって、打 算
的 に結婚 したのだ とも言 われてい るが、結婚 は新 たな責任 の加 わ る新 生
活 の始 ま りであ った こ とに変 わ りな く、彼 の作 風 に与 えた影響 も多大 で
あ ったに違 いない。 そ して、 もう一 つの重 要 な出来事 に、生涯 の親 友 ジ
ョン ・フォス ター(JohnForster,1812-76)との出会いが あ る。彼 の手
による 『デ ィケンズ伝』(TheLifeofCharles1)ickens,1872-4)は、






『オ リヴ ァー・トゥイス ト』 の執筆 中 も、 フォスター は、 デ ィケ ンズの
唯一 の相 談相手で あった ことが うかが える。独学 で這上 が って来 たデ ィ
ケンズに とって、学識が あ り信頼 のお ける親友 の存在 は何事 に もか えが
た い ものだ った ろう。
この時期 デ ィケンズは、人 生 に於 け る転期 を迎 えてい たのであ る。 こ
うい う背景 を まず踏 まえ、デ ィケ ンズの作 品世 界 に目を向 けていきたい。
デ ィケ ンズの作品 は、 『デヴ ィッ ド・コッパー フ ィール ド』 を境 に、二
つの作 品群 に分 け られ るのが一般 的であ る。 この場合 の後期作 品群 は、
前期 に比べ て明 らか に陰 鬱 な ものであ る。 ヴィク トリア朝社会 への深 い
絶 望が、本来の彼 のユーモ アの効力 を鈍 くして しまった ためであ ろう。
前期作 品群 は、後期 の陰 鬱へ の足掛 か りで ある と同時 に、 デ ィケ ンズ独
特 の笑いの要素が まだ失われ ていない もので ある。 つ ま り、 ユーモア と
絶望 感の巧妙 なコン トラス トが、前期作 品群の特徴 なの だ。 ここで は、
『オ リヴ ァー ・トゥイス ト』 を構成 す る喜劇的要素 、お よび悲劇的要素
を中心 に考 えてい 蔦
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第 一回 目の連載 の中で、 デ ィケ ンズは 「救貧 院」 とい う話題 を提 示 し
た。 救貧院 での食事 風景 は、彼 のユー モラスな誇 張が効果 的 に使 われた










「炉 の煉瓦 までむ さぼ り食 って しまい そ うだ」 とい う滑稽 な言 い回 し
は、子供達 の飢 えの様子 を笑 いの中に端 的 に表現 し尽 くして しまってい
る。 このユーモ アが ただの可笑味 を越 えて、残酷 な意 味 を伝 えてい るが
ゆ えに、結 果 として悲劇 的な余韻が作 中 に残 るので あ る。
この作品 の前半部分 は、 「救貧 院」に代表 され るよ うに、喜劇 的表現 を
巧 み に用 いた社 会批判 で占め られ ている。デ ィケ ンズの社 会悪 への こだ
わ りは、少年 時代 の不幸が尾 を引 いた ものであ った。 それ に して も、触
れ られた くない大 きな傷 を、 なぜ 自 ら笑 い と共 に表現 す るこ とが で きた






「十九世紀 最大 の楽天 家」と、彼 はデ ィケ ンズに名付 けた。靴 墨工場時
代 の逃 れ られ ない不 幸 の中で、 自分 の身 を守 るために 「楽天家 」 と化 し
ていったのだ ろうか。 デ ィケ ンズの父親 もまた、 のん きな 「楽天 家」だ
った と伝 え られてい る。親子 ともども貧乏の底 をなめたか らこそ、真の
「楽天 家」 にな りえた といえ るか もしれない。 デ ィケ ンズの描 く社会 悪
が、 喜劇的 で、常 に独特 の余 韻 を残 してい るの は、 こうい う彼 自身の悲
しい性 質の ためなのだ ろ う。
さて、喜劇 と悲劇 を論 じる上で、特 に注 目したいのが作 中人物 のバ ン
ブル氏(Mr.Bumble)で ある。彼 の行 動の滑稽ぶ りは、教 区の役人 とい
う ものが無学 で権 力 をか さに きた人 間であ るこ とを暴 露 し、延 いて は、
新救 貧法 を作 り出 した 自由放任 主義 に皮 肉の矢 を放 つ こ とに もな る。 し
か し、 この人物 が作 中に もた ら した効 果 は、 この種 の社 会批判 に留 まら












バ ンブル氏 と救貧 院婦長 の コーニー夫人(Mrs.Corney)と の楽 しき語
らいの場面で ある。これ まで に役人根性 を散々見せ つ けて きたか らこそ、
「とて も甘 くして下 さい、奥 さん」 とい う台詞 のユー モアが利い て くる
の だ。 二十三章 に於 いて演 じられた この喜劇 は、二十七章 で引 き続 き演
じ られてい る。 この二 つの章 は、作品全体 か ら見て、陰鬱 な気分 を一 と
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き忘 れ させ る小休止 の役 割 を果 た している と言 えよう。 ところが そんな






居 間にぶ ら下が る 「紙製 蠅取 り籠」 は、結婚生活 の冷 え きった様 を暗
示 し、頭 の上の丸 い帽子 は、権 限の喪失 を意味 してい る。 そ して、つ い
には妻 に追 い出 され る とい う最悪 の悲劇 を迎 えるわ けだが、 この様 に、
バ ンブル氏 は社 会悪の象徴 としてだけでな く、 「結婚」とい う通俗 的な次
元 で笑 い と絶望 を提供 してい るの であ る。
・ バ ンブル氏 とコーニー夫人 の三章 にわた る物語 は、 一見全体 の流れ と
は無関係 に見 え るが、 この小 さな物語 が作 者の即興 でない ことは三十七
章 後半部 に十分読 み とれ る。 コー ニー夫人 が知 った、 あ る秘密 を利 用 し
てバ ンブル氏 はひ と儲 けを企 み、 その ことが物語の展 開の重要 な鍵 にな
ってい るのである。短い もの とはいえ、 バ ンブル氏 の話 は作 品 の流 れに
巧 み に折 り込 まれてい る と言 えよう。読者 は物 語全体 の展 開 に導 かれ、
それ と同時 にバ ンブル氏 の行 く末 も気 に掛 かる。 こんな二 つの関心が結
び付 いた とき、話 の先 を知 りたい という読者 の期待 は最高潮 に達 するの
で あ る。読 者の心的反応 を利用 した物語構成 の何 た るか を この場面 に見
る ことがで きよう。 『ピクウ ィック・ペ イパ ーズ』 で、行 き当た りばった
りの喜劇 的創造 を見せ たデ ィケ ンズ とは思 えない巧 みな構成 で ある。
デ ィケ ンズが構 成上用 いた喜劇 的要素、 また悲劇 的要素 は、犯 罪世界
の描写で も効果 的 に表わ れてい る。例 えばサ イクス と共 に登場 す る白い
犬 で ある。犯罪世界 を象徴す る この脇役 の行動 は、実 に滑稽 である。厂両
目を使 って ご主人様 にウイ ンクす る」 とい う表現 な ど、 いか に もデ ィケ
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ンズ らしいユー モアが感 じられる。 しか し、存在 自体 がユー モラス に描







この場面 での犬の不気味 な吠 え声や不 自然な行動 は、「犯 罪」の恐 ろし
い魔 性 を醸 し出 し、死 はあたか も犯罪世界 の敗北 を暗 示 してい るかの よ
うで ある。 ナ ンシーが殺害 され る場面 で、 足 を血 だ らけに していた 白い
犬が、 ここで は自ら血 を流 して しま う。犯 罪世界 に於 ける悲劇 は、 この
血 の赤 いイメー ジによって、 よ り強烈 に読 者の脳裏 に刻 まれ る ことにな
ろ う。作者 の 「犯罪」 に対 す る批判的 な姿勢が如実 に表 れた、生 々 しい
場面 であ る。
デ ィケ ンズの描 く喜劇 は、読者の心 を躍 らせ、一方 、悲劇 は読者 の同
情心 と問題 意識 を促す力 があ る。 デ ィケ ンズ はまさに、喜劇 と悲劇 を巧
みに操 る魔 術師で ある。
デ ィケ ンズの作風 を特徴付 けてい る ものの一つ に、人 物描写が あ る。
彼 は作 品世 界 に於い ては実 に異常 なほ どの子沢 山で、 『ピクウィ ック・ペ
イパ ーズ』では全部で三百人 を越 す人物が登場 す る。 『オ リヴ ァー ・トゥ
イス ト』で も ℃HARACTERS'に四十一人 の名 前が挙 げ られ ている。小
説 に於 いて登場人 物が多す ぎる とい う ことは、概 して読者 の心 を混乱 さ
せ る ものだが、 デ ィケ ンズの描 く人物 は、一人 一人が強烈 な個性 を持 っ
てい るために、一度読 んだ ら忘 れ られない キ ャラ クター ばか りなので あ
る。
「デ ィケ ンズ は、心理描写 を得 意 とする作 家 ではな い」9)と言 われ るよ
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うに、彼 の人物 描写 は、 む しろ読者 の視覚 に訴 える。次 にあ げるのは、











フェイギ ンの巣窟 に、罵 声 と共 にサイ クスが登場 す る。 この文章 はサ
イ クスの容 姿の描写 に徹 してお り、服装 に関 してはその色 、素材、汚 れ
具合 に至 る まで細 かい観察が行 われ ている。 また、 それ に加 えて非凡 な
空想力 も発揮 されていて、 サイ クスの描写 は上 か ら下 へ と移 り、つい に
足 首 に到達 した時、 「足 かせ」`fetters'と い う言葉 を用 い る ことで彼の凶
悪 ぶ りを読者 に想像 させて いるので ある。 また、 こ うして書 かれた人 物
達 は小 説の途 中で姿 を変 える ことな く、最後 まで一貫 した趣 を保 ってい
るの も特 徴で ある。
視覚 に訴 える人物描写 の他 に も、登場 のつ ど繰 り返 して記述す る こと
で印象 を強めてい る場合 があ る。例 えばバーニ ー(Barney)で ある。彼
の発音 は鼻 か ら抜 け出 る類 で、`n'を`d'、`m'を`b'と 言 って し まう。 この
間の抜 けたイメージが、彼 が喋 るたび に読者 の心 に深 く刻 まれ るのである。
グ リム ウィ ッグ氏 の場合 は、妙 な 口癖 の繰 り返 しに よってキ ャラクタ
ー作 りが為 され てい る。彼 は自分の意見 の締 め括 りに 厂さ もな けれ ば、
















人物達は、読者に受 け入れられやすいという特徴 を持ってお り、演劇の
分野では、 とりわけ好まれる代物 と言えよう。事実、作者の死後ではあ
るが、映画、 ミュージカルの分野で、何回とな くこの作品は劇化 されて
いる。十九世紀 を生きたディケンズが、 この様 な可能性 をどこまで意識
していたか定かではないが、 とにか く文章表現だけで終 らせ ようとは思
っていなかったようである。1858年 以降に行われた自作の公開朗読で、
彼が 『オ リヴァー ・トゥイス ト』のナンシー虐殺の場面 を好んで用いた
ことは有名な話である。 この朗読が、ただの朗読 を越えた芝居がかった
ものであったという一事は、ディケンズが この作品に演劇の要素を、つ
まり新しい可能性 を自覚していた ことを裏付けている。彼の芝居好 きは
父親ゆず りで、一時は本気で俳優 になろうと思 ったほどであった。彼の
死後九十年経ったとき、 ライオネル・バー ト(LionelBart)翻 案、作曲




『オ リヴ ァー・トゥイ ス ト』 に於 けるデ ィケ ンズの魔 的な筆力 を考 える







オ リヴ ァーは、 「救 貧院」か ら逃 れ よう とロ ン ドンを目指す。 田舎 か ら
都 会へ とい う話 の展 開は、当時の文学風 潮で あ った 「成 功物語」 的な様
相 をさ らに色濃 くす る もので、何か しら幸せ な結末 を期 待 させ る。 しか
し、オ リヴ ァー にとっての ロン ドンは、成 功物語 の舞 台で はな く巨大 な
隠れ家 として描 かれ、危険 な香 りに満 ちてい る。
危険性 を随所 に ほのめか しなが ら、 デ ィケ ンズはロ ン ドン とい う土 地
の持 つイメー ジを作 品世界 に織 り込んで い く。 当時、 ロ ン ドンの 中心 部
近 くにニ ューゲ イ ト・プ リズン(NewgatePrison)と呼 ばれ る有名 な監
獄が あ り、凶悪 な重罪犯達 が収容 されていた。1880年 に閉鎖 され1902年
に取 り壊 され るまで、 この監獄 の恐 ろ しいイメー ジはロン ドン市民 の心
底 にしみ付 いていた と言われ、デ ィケンズ もまた その例外 で はなか った。
彼 が ロン ドンとい う都会 に底 知れ ぬ恐怖 感 を抱 いていた こ とは、『オ リヴ
ァー ・トゥイス ト』 の存在 が証明 する もので あ り、 この小説が 「厳 密 な
意 味での唯一 のニ ューゲ イ ト・ノ ヴェル」14)と呼 ぼれる所 以 とも言 えよ
う。
デ ィケ ンズが描 く犯罪世界 には、具体 的な ロ ンドンの地名 や、建物 、
道 な どの名 前が数 多 く用い られてい る。細 々 とした事実 に忠実 な記述 を
重ね る ことで、漠 然 としたイメー ジを形 あ る ものに してい る と言 えよう。
土地感 のない他 国 の読者 に とって も、 迷路 の ような街の構造、荒 廃 しき
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った街並な ど、ロンドンの様子が手にとる様 に感 じられる。 まして当時
の読者はイギリスの人々であ り、勿論彼等 は生活 に密着 した土地感を有
していた筈である。こういうイギ リスの読者にとって、『オ リヴァー・ト
ゥイス ト』に於 ける具体的な地名 はどのような意味を持っていたのだろ
う。 この作品の犯罪者達の足取 りをロンドンの地図の上で追ってみる。
※中西敏一 『チャールズ ・ディケンズの英国』(開文社、1976)、p.54よ り
オ リヴ ァーが本屋 への使 い の途 中でナ ンシー とサ イクスに捕 ま り引 き
戻 されて しまう場面。 ス ミス フィール ドを通 り過 ぎる とき、八 時 を告 げ







当時、 ニ ュー ゲイ ト監獄 では朝 の八 時 に処刑 が行 われ て きた。 この監
獄 の北側 に位 置す るス ミスフ ィール ドで、 ナンシーは処刑 の恐 ろ しいイ
メー ジに囚われて しまったのだ ろ う。 ニ ュー ゲイ トとい う言葉 を一度 も
用 いないで、犯 罪者が この監獄 を恐れ る様 子 を強 く打ち出 してい る。
サ イクス とオ リヴ ァーは、 その後再 びス ミスフ ィール ドを通 る ことに
な る。 フ ィンズベ リー ・スクウ ェア、 チズ ウェル ・ス トリー ト、 バー ビ
カ ン、 ロ ング レイ ン、 そ してス ミス フ ィール ド、彼 ら犯 罪者 たちの行動
範 囲 として、 当然ニ ューゲ イ ト・ス トリー トは避 け られてい て、 その代
りにこの通 りと平行 した道筋 を歩 んで いる こ とが分 かる。ニ ューゲイ ト
の悪夢 に追 いつめ られ、 それ か ら逃 れ られない彼 らの宿命 を暗示 して い
るかの ようで あ る。 ロン ドンの危 険な香 りを巧 みに漂 わせなが ら、 デ ィ
ケ ンズ はよ り魔 的な世界 を創造 してい った。 ドス トエフスキーが デ ィケ
ンズの小説の愛読者 であ った こ とは よ く知 られてい るが、 デ ィケ ンズの
魔性 に満ちた作風 は、他 にも後 世 の作 家達 に多大な影響 を与 えて いるの
で ある。
デ ィケ ンズの描 く犯罪世界 は、読者 に とって戦慄 的で ある と同時 に魅
惑的 で もあ る。 この ような傾 向 につ いてサ ッカレー(WiUiamMake.
peaceThackeray,1811-63)は、 「デ ィケ ンズの驚 くべ き力 量が、読者
をして全犯罪 を見守 らせ る ようにしむけて し まう」 と警 告 してい る。 し
か し、 デ ィケ ンズが描 いているの は、興 味本位 の犯罪 の実状 ではな く、
そ こで窮地 に追 い込 まれ てい く人 間の苦悩 なの であ る。 ナ ンシーの最期













彼 女 を 追 い 込 ん で い っ た も の は 、 ニ ュ ー ゲ イ トの 絞 首 台 で も棺 桶 の 幻
影 で も な く、 彼 女 自 身 の 良 心 で あ っ た こ と が 証 明 さ れ る 。 ナ ン シ ー の 最
期 は 、 そ の 深 意 を 読 者 の 想 像 に 委 ね る よ う に 描 か れ て い る と 言 え よ う 。
デ ィ ケ ン ズ の 魔 的 な 筆 力 は 、 こ の よ う に 、 現 世 を 離 れ た ど こ か 遠 い 世 界
に ま で 飛 翔 し て い く。
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